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平成 30年度 第 1回 港地域ささえあい講座 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ① 円卓議論 

港 地 域 を 語 る 

港地域魅力発見！でも，こんな地域であったらなあ… 

＊ 日 時：平成 30年 9月 8日（土）13:30～16:30 

＊ 会 場：焼津市港公民館 1階大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. 私の地域は……（地域に住んで感じたことを紹介） 

(1) こんなにもいいところがある港地域 

1 20自治会に住んで 20年．仕事で港地区へきて 9年です．この地区は寄り合いの多い良く話し

合いをする地区だと思う． 
2 「つばさ」が出来て津波防災（タワーに）の時に，逃げやすい 
3 スーパー，病院が近くて便利 
4 高齢者の居場所ミニサロン開所，生活に便利． 

テーマ：【○○地域に住んで●年 思うこといろいろ】 

A. 私の地域は……（地域に住んで感じたことを紹介） 

B. 生活課題解決にトライ！（参加者で，課題の改善・解決のためのｱｲﾃﾞｨｱの出し合い） 

 

➢ ○○地域に住んで●年，思うこといろいろ……… 

➢ 「他人」から「他者」，そして「他己」へと……語れる環境こそ，問題解決の第一歩 

➢ 3つの社会関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 昨年度のワークショップの成果物を参照し，参加者で課題の改善・解決のために，

アイディアを出し合いました． 
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5 近所の間で，心遣いのある地域で住み心地が良い！困ったことはみんなで解決しようとする雰

囲気がある． 
6 （田尻北地区）最近は地域の人との交わりが（老人会がきっかけとなっり）スムーズにいくよ

うになり，地域の方々の状況がよくわかるようになってきた．老人会の連合会に携わって益々

地域の福祉が大切だと気付かせて頂いている． 
7 近所，若い人達がいっぱいで朝から子どもの声がして楽しい．居場所も何日もあり，人とのつ

ながりがある． 
8 昔住んでいた自治会よりもいろんなことを若い人が中心でやっていると思う． 
9 雁橋に住んでいたことは，人も土地も佳きところ．とても懐かしいところ．子育て頃が一番．

思い出を作ってくれたあの頃の人に会うと 話に花が咲く 

 

(2) こんな港地域になったらいいな（課題・期帯） 

1 高齢化で空家の多い地域．(3) 

2 私の周辺は住宅化し，人口が増えている．道も広くなり，便利な所となりました．現状として

は，どなたが住んでいるのかわからない， 

3 近所付き合いがあまりない 

4 田が少なくなり，家が多くなりました．秋の時季のほこりから逃げられますが，取り入れはど

うなるのでしょう 

5 小さい子どもが減ってきた．(2)  

6 幼少期は田んぼだけの風景でしたが，今はネオンや灯りで夜も明るい街に．でも何か失ったも

のも多いように思われます．(2) 

7 地域のつながりが薄くなってきた．(2) 

8 若い人と年配者とのちょっと確執がある 

9 バスの本数・乗客が少ない．(3) 

10 近所づきあいがどうなっているかわからない． 

11 自治会役員のなり手がいない．通りを人が歩いていない．運動会などの行事が無くなった．若

い世代が意見を言っても通らない．協力体制がなくなっている． 

 

B. 生活課題解決にトライ！ 

（参加者で，課題の改善・解決のためのｱｲﾃﾞｨｱの出し合い） 

 

１班：「高齢化に伴う移動の不便の解消」 

1 バスの運行を増やす 

2 有償ボランティア（タクシー会社との兼ね合い） 

3 乗合タクシーを作る（ボランティアが調整する） 

 



- 3 - 

 

２班：「若い人とお年寄りとの新しい関係づくり」 

1 若い人が率先して運動会の選手に名乗り出る雰囲気 周りがこれに感謝していく雰囲気が大事？ 

2 行事を通じて知り合う まず声掛けをするが，少なくなってきている 親子と一緒に住む世帯 

3 「居場所」にお年寄りと子ども一緒につどう 盆踊りがなくなった 

4 地域での行事に家族ぐるみで参加することによって家族内の話題が豊富になる 子どもも大人も

同じことに意識が持てる 

5 子どもを通してとなり近所常にささいもないことで話しかける（お互いに） 

6 出てこない人に居場所に行くように勧める．自治会で夏に舟（ボート）に乗せる会，あれはとても

良い考えることが多様化してきている．ニーズが多くまとまらない．子どもは少ないし，若い人が

結婚したがらない．少子化になる傾向が増えている． 

 

 

３班：「移動手段」 

1 自主バス・ミニバスを利用 

2 介護タクシー要支援の人にタクシー券が出る．市立病院への通院のみ． 

3 駐車場，駅前駐輪場，バス代金が高いのでタクシー，乗用車で行った方が安い． 

4 駅前レンタサイクルの充実 

5 ボランティアのタクシー ※免許の問題有 

6 介護施設の送迎用の車の利用 ⇒ 通院 only 

※ 多様な移動ニーズへの対応が必要 

 

 

４班：「世代を超えてのコミュニケーションづくり」 

1 若者，高齢者との交流が必要． 

2 地域イベント，運動会に参加！ ＊積極性 ＊全員参加 

3 回覧板が大事．学校行事． 

4 家庭内の会話がほしい． 

5 勇気をもって話しかける．アクションを起こす． 

 

 

５班：「声掛け＝居場所づくり」 

1 普段からの付き合いを濃く 

2 まず，実践．何が出来るか 

3 老人・子どもへの声掛け 

4 独居の人の教育力 

5 高齢＝独居 近所から声掛けを行う 居場所作り 


